
「
二
連
の
蓮
」の
咲
く
日
に
、

美
し
い
中
国
に
て
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

―
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
基
調
講
演（
５
月

日
・
中
国
大
連
）

中
国
観
光
研
究
院
院
長
　
戴
　
斌

五
つ
の
テ
ー
マ
で
中
国
大
陸
を
見
る

中
国
駐
東
京

観
光
代
表
処

新
し
い
旅
の
ス
タ
イ
ル
提
案
特集第３弾　大自然

５月日～６月２日今年も盛大に開催
大連で「アカシア祭り」

遼寧・吉林・黒竜江省
内モンゴル自治区世界遺産も魅力

中国・東北地方で「大自然の旅」

「
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム
」な
ど
併
催
両
国
か
ら

千
人
以
上
参
加

c n t a . t o k y o ＠　g m a i l . c o m
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遼
寧
省

吉
林
省

黒
竜
江
省

内
モ
ン
ゴ
ル

自
治
区

一
、奈
良
県
知
事
・

　

荒
井
正
吾
様
へ

二
、東
洋
大
学
・　

　

竹
村
牧
男
学
長
へ

　

三
、『
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｔ
Ｏ

　

―
ナ
ル
ト
―
』の
作
者
・

　

岸
本
斉
史
先
生
へ
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中
国
駐
東
京
観
光
代
表
処
は
、
中
国
大
陸
全
土
の
観
光
魅
力
を
「
癒
や
し
」
「
三
国
志
」
「
古
文
明
」
「
西
遊
記
」
「
大
自
然
」
と
い
う
五
つ
の
テ
ー
マ
で
日
本
の
消
費
者
に
ア
ピ

ー
ル
し
て
い
る
。
今
回
は
そ
の
う
ち
の
一
つ
、
中
国
東
北
地
方
で
主
に
展
開
す
る
「
大
自
然
」
の
旅
の
魅
力
と
、
遼
寧
省
大
連
で
５
月

日
～
６
月
２
日
に
行
わ
れ
た
「
ア
カ
シ
ア
祭

り
」
、
併
催
で
行
わ
れ
た
「
中
日
観
光
大
連
ハ
イ
レ
ベ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
「
北
前
船
寄
港
地
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
様
子
を
紹
介
す
る
。

内モンゴル自治区・草原のパオ ハルピン氷雪祭り

長白山天池 瀋陽故宮

大連の街並み（中山広場を囲む洋風建築）

　
省
都
・
瀋
陽
市
に
あ
る
二

つ
の
世
界
遺
産
に
注
目
し
た

い
。

　
「
瀋
陽
故
宮
」
は
、
清
の

初
代
皇
帝
ヌ
ル
ハ
チ
、
そ
の

子
の
２
代
皇
帝
ホ
ン
タ
イ
ジ

が
建
立
し
た
宮
殿
。
北
京
の

故
宮
と
と
も
に
「
北
京
と
瀋

陽
の
明
・
清
王
朝
皇
宮
」
と

し
て
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　
ヌ
ル
ハ
チ
の
陵
墓
「
福

陵
」
、
ホ
ン
タ
イ
ジ
の
陵
墓

「
昭
陵
」
、
そ
の
先
祖
の
陵

墓
「
永
陵
」
も
、
北
京
の

「
明
の
十
三
陵
」
な
ど
と
と

も
に
「
明
・
清
王
朝
の
皇
帝

墓
群
」
と
し
て
世
界
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　
北
朝
鮮
と
の
国
境
に
位
置

す
る
標
高
２
７
４
４
㍍
の

「
長
白
山
」
。
山
全
体
が
自

然
保
護
区
と
な
っ
て
お
り
、

春
と
夏
に
は
高
山
植
物
の
花

が
咲
き
乱
れ
る
。
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
に
最
適
で
良
質
の
温
泉

も
湧
出
し
て
い
る
。

　
頂
上
に
は
火
山
の
噴
火
で

で
き
た
カ
ル
デ
ラ
湖
の
天
池

が
あ
る
。
周
囲

㌔
で
、
水

深
は
深
い
と
こ
ろ
で
４
０
０

㍍
。
稜
線
に
囲
ま
れ
た
湖
の

風
景
が
神
秘
的
で
、
訪
れ
た

人
々
を
魅
了
す
る
。
東
北
地

方
随
一
の
滝
と
い
う
長
白
瀑

布
も
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
だ
。

　
集
安
市
に
あ
る
高
句
麗
王

朝
の
遺
跡
「
国
内
城
」
「
丸

都
山
城
」
な
ど
は
「
高
句
麗

前
期
の
都
城
と
古
墳
」
と
し

て
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
て
い
る
。

　
省
都
ハ
ル
ピ
ン
市
の
中
心

街「
中
央
大
街
歩
行
街
」は
、

ロ
シ
ア
風
の
西
洋
建
築
が
並

ぶ
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
で
ク
ラ
シ

ッ
ク
な
雰
囲
気
。
国
内
外
の

観
光
客
が
名
物
の
ア
イ
ス
を

食
べ
な
が
ら
街
歩
き
を
楽
し

ん
で
い
る
。
冬
の
氷
雪
祭
り

も
有
名
で
、
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
て
い
る
。

　
省
北
部
の
黒
河
市
に
あ
る

「
五
大
連
池
」
は
火
山
の
噴

火
で
で
き
た
せ
き
止
め
湖
。

五
つ
の
湖
が
連
な
る
よ
う
な

形
か
ら
そ
の
名
が
付
い
た
。


の
火
山
群
に
囲
ま
れ
、

「
火
山
博
物
館
」の
呼
び
名
も

あ
る
。
湖
の
水
は
人
体
に
必

要
な

余
り
の
鉱
物
が
含
ま

れ
て
お
り
、
多
く
の
疾
患
に

効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

　
モ
ン
ゴ
ル
、
ロ
シ
ア
と
国

境
を
接
す
る
総
面
積
１
１
８

万
３
千
平
方
㌔
、
日
本
の
約

３
倍
と
い
う
広
大
な
自
治

区
。
草
原
の
面
積
が

万
平

方
㌔
と
、
中
国
の
草
原
面
積

の

・
７
％
を
占
め
る
。

　
自
治
区
南
部
の
オ
ル
ド
ス

市
に
あ
る
「
チ
ン
ギ
ス
ハ
ン

陵
墓
」
は
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国

を
創
建
し
た
チ
ン
ギ
ス
ハ
ン

を
ま
つ
る
陵
墓
。
子
孫
が
毎

年
盛
大
な
祭
り
を
こ
こ
で
開

い
て
い
る
。

　
同
じ
オ
ル
ド
ス
市
に
位
置

す
る
「
響
砂
湾
」
は
、
ク
ブ

チ
砂
漠
の
東
端
に
あ
る
高
さ

１
１
０
㍍
の
砂
丘
。
傾
斜


度
と
い
う
砂
丘
の
頂
上
か
ら

滑
降
す
る
と
、
自
動
車
や
汽

車
の
よ
う
な
不
思
議
な
ご
う

音
が
鳴
り
響
く
。

　
草
原
に
展
開
さ
れ
る
モ
ン

ゴ
ル
族
の
住
居
「
パ
オ
」
に

泊
ま
る
ツ
ア
ー
も
あ
る
。

今年の「大連アカシア祭り」の開会式

　
私
た
ち
は
す
で
に
海
を
渡

っ
た
朱
鷺

と

き

が
水
辺
で
羽
ば
た

く
姿
を
目
に
し
ま
し
た
。
海

を
超
え
て
戻
っ
て
き
た
「
大

賀
蓮
」
が
こ
の
夏
も
再
び
大

き
く
花
開
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　
過
去

年
間
、
随
行
団
の

一
員
と
し
て
中
日
韓
三
国
観

光
閣
僚
会
議
に
参
加
し
、
視

察
と
学
術
交
流
の
中
で
、
私

は
何
度
も
日
本
を
訪
れ
、
ま

た
何
度
も
訪
中
し
た
日
本
の

友
人
を
も
て
な
し
、
両
国
観

光
市
場
の
繁
栄
発
展
を
目
の

当
た
り
に
し
、
観
光
産
業
協

力
の
紆
余
曲
折
を
経
験
し
ま

し
た
。

　
こ
の
貴
重
な
会
議
の
場
を

借
り
て
、
今
回
こ
の
場
に
い

な
い
日
本
の
友
人
た
ち
に
、

「
馬
上
相
逢

あ
い
お

う
て
紙
筆

し
ひ
つ

な
し

　
君
に
憑よ

っ
て
伝
語

で
ん
ご

し
て
平

安
を
報
ぜ
ん
（
馬
上
に
て
人

に
出
く
わ
し
た
も
の
の
筆
記

用
具
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な

か
っ
た
の
で
、
無
事
で
い
る

と
い
う
伝
言
を
あ
な
た
に
頼

み
た
い
）
」
と
い
う
詩
を
贈

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
２
０
１
５
年
秋
、
荒
井
知

事
の
招
待
を
受
け
、
私
は
初

め
て
奈
良
を
訪
問
し
、
第
６

回
東
ア
ジ
ア
地
方
政
府
会
合

に
参
加
し
、
『
中
国
人
観
光

客
か
ら
見
た
奈
良
、
中
国
人

観
光
客
を
奈
良
へ
誘
致
す
る

好
機
』
と
い
う
基
調
講
演
を

行
い
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
月

日
は
流
れ
、
あ
っ
と
い
う
間

に
３
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ

の
間
ず
っ
と
ご
成
功
を
願
っ

て
お
り
ま
し
た
！

　
荒
井
知
事
の
努
力
と
影
響

の
も
と
、
自
然
が
美
し
く
、

文
化
に
富
ん
だ
奈
良
、
暮
ら

し
ぶ
り
が
素
晴
ら
し
く
、
平

和
を
愛
す
る
奈
良
は
ま
す
ま

す
多
く
の
中
国
人
観
光
客
を

魅
了
し
て
い
ま
す
。

　
唐
招
提
寺
、
朱
雀
大
路
、

毛
筆
、
墨
汁
、
漆
器
な
ど
の

文
化
遺
産
、
集
物
女
、
処
女

牛
、
柿
の
葉
寿
司
、
飛
鳥
鍋

な
ど
の
日
本
料
理
、
そ
し
て

市
民
公
園
の
い
た
る
と
こ
ろ

で
見
ら
れ
る
鹿
、
匠
の
精
神

の
伝
承
と
市
民
の
笑
顔
は
、

観
光
客
に
深
い
印
象
を
残
し

て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
よ
り
多
く
の
日

本
の
皆
さ
ま
に
荒
井
知
事
の

よ
う
に
、
中
国
の
西
安
、
敦

煌
、
北
京
、
上
海
、
深
圳
、

大
連
な
ど
を
訪
れ
、
５
千
年

の
文
明
を
有
し
、
近
代
化
の

道
の
り
に
あ
る
中
国
を
自
ら

の
目
で
見
て
、
風
景
が
美
し

く
、
人
々
が
幸
福
に
暮
ら
す

中
国
を
実
際
に
体
験
し
、
民

族
の
偉
大
な
る
復
興
と
人
類

運
命
共
同
体
の
建
設
を
図
っ

て
い
る
中
国
を
体
感
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
人
々
の
間
で
友
人
を
尋

ね
る
よ
う
に
交
流
が
活
発
に

な
れ
ば
、
指
導
者
と
政
治
家

の
戦
略
構
想
は
よ
り
簡
単
に

実
現
で
き
る
よ
う
に
な
る
で

し
ょ
う
。

　
つ
い
最
近
、
李
克
強
総
理

が
日
本
を
訪
問
し
、
安
倍
晋

三
首
相
と
何
度
も
会
見
を
行

い
、
双
方
は
科
学
技
術
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
、
ハ
イ
エ
ン
ド

製
造
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ

ノ
ミ
ー
と
介
護
医
療
な
ど
の

分
野
で
の
実
務
協
力
の
推
進

に
つ
い
て
合
意
に
達
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
素
晴
ら
し
い
ニ

ュ
ー
ス
で
す
。

　
荒
井
知
事
に
は
早
い
段
階

で
中
国
を
再
訪
し
て
い
た
だ

き
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、

文
化
の
伝
承
と
次
世
代
の
成

長
を
語
り
合
い
、
共
に
中
日

両
国
の
主
流
メ
デ
ィ
ア
に
て

交
流
の
願
望
と
協
力
の
共
通

認
識
を
発
表
し
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
に
て
お
互
い
の

好
感
と
相
互
尊
重
を
示
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
協
力
と
い

う
共
通
認
識
が
あ
り
、
国
民

同
士
の
好
感
が
あ
れ
ば
、
中

日
観
光
交
流
の
継
続
的
な
発

展
に
自
信
を
抱
く
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
。

　
昨
年
春
、
竹
村
学
長
の
招

待
と
学
校
側
の
招
聘

し
ょ
う
へ
い

を
賜

り
、
私
は
東
洋
大
学
を
訪
れ

国
際
観
光
学
部
開
設
記
念
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
、

『
若
者
の
未
来
＆
中
日
観
光

の
活
力
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル

で
、
学
生
た
ち
に
学
術
講
演

を
行
い
ま
し
た
。
昼
食
の
と

き
に
竹
村
学
長
が
お
話
さ
れ

た
中
日
文
化
交
流
の
長
い
歴

史
、
教
育
科
学
研
究
協
力
の

洋
々
た
る
前
途
、
修
学
旅
行

の
大
き
な
意
義
な
ど
の
観

点
、
お
よ
び
妖
怪
学
に
関
す

る
言
い
伝
え
な
ど
の
話
が
深

く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

島
川
教
授
、
梁
春
香
教
授
な

ど
の
大
学
の
方
々
と
の
学
術

面
で
の
切
磋
琢
磨
と
誠
意
あ

る
お
も
て
な
し
は
、
ま
だ
ま

ざ
ま
ざ
と
思
い
出
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
教
育
文
化
は
若
者
の
心
の

距
離
を
縮
め
る
架
け
橋
で

す
。
長
年
、
拡
大
し
続
け
る

留
学
生
の
規
模
と
日
増
し
に

活
発
に
な
る
海
外
文
化
セ
ン

タ
ー
は
中
日
両
国
の
若
者
の

交
流
に
前
向
き
で
効
果
的
な

制
度
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

竹
村
学
長
の
影
響
力
と
カ
リ

ス
マ
性
を
通
じ
て
、
よ
り
多

く
の
小
中
高
校
と
大
学
、
研

修
機
関
に
て
中
国
の
言
語
文

化
の
授
業
を
開
設
し
、
中
国

の
歴
史
文
化
と
自
然
地
理
を

教
え
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
現
代
中
国
の
経

済
社
会
の
発
展
状
況
を
紹
介

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
若
い
学
生
に
は
中
国
を
訪

れ
言
語
を
学
ぶ
だ
け
で
な

く
、
専
門
を
学
び
、
実
習
実

践
し
、
日
常
交
流
の
中
で
学

者
、公
務
員
、専
門
家
、労
働

者
、
農
民
な
ど
の
普
通
の
中

国
人
と
友
人
に
な
り
、
友
人

と
の
日
常
的
な
付
き
合
い
の

中
で
真
の
中
国
を
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
竹
村
学
長
と
東
洋

大
学
の
教
員
・
学
生
の
皆
さ

ん
、
日
本
各
界
の
若
者
が
中

国
を
訪
れ
、
学
習
、
交
流
、

観
光
、
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
事
実
、
全
域
観
光

と
質
の
高
い
観
光
戦
略
の
推

進
に
伴
い
、
中
国
の
美
し
さ

は
伝
統
的
な
観
光
地
だ
け
に

限
ら
ず
、
ど
の
都
市
に
も
、

ど
の
農
村
に
も
、
ど
の
開
放

空
間
に
も
、
ど
の
季
節
に
も

異
な
る
魅
力
が
あ
り
、
体
験

し
、
分
か
ち
合
う
価
値
を
有

し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
よ
り
多
く
の
中
国

の
若
者
が
日
本
を
訪
問
し
、

日
本
の
繁
栄
、
進
歩
、
偉
大

さ
を
実
地
体
験
し
て
も
ら
い

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
日

本
の
教
育
、
文
化
、
観
光
の

各
界
に
は
中
国
観
光
客
に
さ

ら
に
多
く
の
善
意
、
許
容
、

友
好
を
向
け
て
い
た
だ
き
た

く
思
い
ま
す
。
当
然
の
こ
と

な
が
ら
、
私
も
早
い
時
期
に

再
び
学
校
を
訪
れ
、
責
務
を

果
た
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
お
会
い
し
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
娘
の
た
め
に
こ

の
手
紙
を
書
い
て
い
ま
す
。

娘
は
小
学
生
の
時
、
偶
然
ク

ラ
ス
メ
ー
ト
か
ら
『
週
刊
少

年
Ｊ
Ｕ
Ｍ
Ｐ
』
を
借
り
、
す

ぐ
に
連
載
さ
れ
て
い
た
『
Ｎ

Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
―
ナ
ル
ト
―
』

に
は
ま
り
、
止
ま
ら
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
娘
が
よ
く
口
に
す
る
波
風

ミ
ナ
ト
、う
ず
ま
き
ナ
ル
ト
、

う
ち
は
サ
ス
ケ
か
ら
、
娘
が

日
本
に
行
っ
て
わ
ざ
わ
ざ
買

っ
て
き
た
フ
ィ
ギ
ュ
ア
か

ら
、
娘
が
ノ
ー
ト
に
書
い
て

い
た
「
火
の
影
は
里
を
照
ら

し
、ま
た
木
ノ
葉
は
芽
吹
く
」

と
い
う
決
め
台
詞
か
ら
、

『
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
―
ナ
ル
ト

―
』は
す
で
に
広
く
伝
わ
り
、

国
民
の
価
値
観
を
形
作
っ
て

い
る
偉
大
な
る
作
品
で
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。

　
自
分
の
成
長
期
に
単
田
芳

の
楊
家
将
、
岳
飛
伝
、
金
庸

先
生
の
郭
靖
、
喬
峰
が
共
に

あ
っ
た
よ
う
に
、
娘
の
成
長

過
程
、
特
に
青
春
の
反
抗
期

に
、
ナ
ル
ト
や
サ
ス
ケ
が
娘

と
共
に
い
て
く
れ
た
こ
と

に
、
父
親
と
し
て
と
て
も
う

れ
し
く
、
ま
た
ほ
っ
と
し
て

お
り
ま
す
。

　

年
に
わ
た
り
、
岸
本
先

生
が
作
品
に
て
伝
え
ら
れ
た

懸
念
、
伝
承
、
友
愛
、
責
任

な
ど
の
典
型
的
価
値
観
は
代

々
の
中
国
人
と
日
本
人
の
共

通
の
記
憶
で
あ
り
、
今
日
の

両
国
の
青
少
年
と
若
者
に
受

け
入
れ
ら
れ
、
実
践
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
文
化
の
伝
承
と
価
値
観
の

形
成
に
は
孔
子
、
白
居
易
、

羅
漢
中
、
曹
雪
芹
、
梅
蘭
芳

が
必
要
で
あ
り
、
紫
式
部
、

松
尾
芭
蕉
、
川
端
康
成
が
必

要
で
あ
り
、
ま
た
現
代
生
活

に
向
け
た
漫
画
、
ポ
ッ
プ
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
、
グ
ル
メ
、
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
撮
影
、
生
花

な
ど
の
芸
術
的
担
い
手
が
必

要
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
日
常
生
活
に

溶
け
込
み
、
機
能
と
消
費
属

性
を
有
す
る
文
化
を
通
じ
て

こ
そ
、
中
日
両
国
の
若
者
は

共
通
の
価
値
観
を
持
ち
、
対

面
交
流
の
意
思
を
持
つ
よ
う

に
な
り
、
観
光
の
未
来
と
活

力
は
保
障
さ
れ
ま
す
。

　
サ
イ
ン
会
の
開
催
で
も
漫

画
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
で

も
、
岸
本
先
生
が
い
つ
か
中

国
を
訪
れ
ら
れ
た
際
に
は
、

私
は
娘
を
連
れ
て
参
加
し
、

直
接
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」
と
娘
に
言
わ
せ
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
□

　
今
後
、
中
日
両
国
の
間
で

は
さ
ら
に
多
く
の
国
民
が
行

き
来
し
、
親
し
く
な
っ
て
い

く
と
信
じ
て
い
ま
す
。
数
世

代
、
数
百
年
、
数
千
年
の
歴

史
伝
統
の
よ
う
に
、
観
光
と

交
流
の
中
で
心
か
ら
愉た

の

し

み
、見
識
を
深
め
て
い
け
ば
、

お
互
い
に
深
い
友
情
を
結
ぶ

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。

　
同
時
に
、
美
し
い
理
想
と

壮
大
な
目
標
に
比
べ
、
現
実

で
は
さ
ら
に
多
く
の
改
善
と

向
上
し
て
い
く
必
要
の
あ
る

部
分
が
あ
る
こ
と
に
も
目
を

向
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
過
去
５
年
間
、
中
国
人
の

訪
日
観
光
客
数
と
消
費
総
額

は
そ
れ
ぞ
れ
年
平
均

％
、


％
（
推
計
）
増
加
し
、
２

０
１
７
年
に
は
延
べ
７
９
３

万
人
、
１
６
６
百
億
円
（
推

計
）
に
達
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
観
光
客
の
満
足

度
は
そ
れ
に
対
応
す
る
よ
う

に
は
向
上
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
２
０
１
３
～
２
０
１
７
年

の
満
足
度
は
そ
れ
ぞ
れ

・


、

・

、

・

、


・

、

・

で
、
基
本
的

に

・
５
点
前
後
の
水
準
で

安
定
し
、

の
主
要
出
国
目

的
地
の
中
で

位
前
後
を

彷
徨

う
ろ
つ

い
て
い
ま
す
。

　
同
時
に
、
過
去
５
年
間
の

日
本
人
の
訪
中
観
光
客
数
は

年
平
均
２
％
減
少
し
、
消
費

総
額
は
年
平
均
６
％
増
加

（
推
計
）
し
、
２
０
１
７
年

に
は
延
べ
２
６
８
万
人
、


百
億
円
（
推
計
）
に
達
し
て

い
ま
す
。

　
観
光
客
満
足
度
は
基
本
的

に

点
以
上
の
水
準
に
達

し
、
安
定
成
長
し
て
い
ま
す

が
、
主
要
入
国
地
と
比
べ
る

と
そ
の
順
位
は
下
位
に
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
両
国
政
府
、

特
に
観
光
文
化
部
門
が
共
に

努
力
し
、
国
家
レ
ベ
ル
の
戦

略
相
互
信
頼
を
深
め
、
国
民

へ
の
宣
伝
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
強
化
し
、
友
好
と
善
意
を

出
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
研
究
、
教
育
、
デ
ー
タ
分

析
機
関
が
交
流
を
増
や
し
、

よ
り
広
範
囲
、
よ
り
深
い
レ

ベ
ル
の
社
会
共
通
認
識
を
育

成
し
、
必
要
な
観
光
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
と
専
門
情
報
を
共
に

建
設
し
、
分
か
ち
合
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
観
光
投
資
機
関
と
市
場
主

体
が
深
く
、
広
く
、
現
実
的

に
意
見
を
交
換
し
あ
い
、
安

定
し
、
効
果
的
な
観
光
交
流

協
力
体
制
を
構
築
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
先
、
中
日
観
光

交
流
が
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

の
よ
う
に
長
く
続
き
、
桜
の

花
の
よ
う
に
発
展
し
、
ボ
ア

オ
・
ア
ジ
ア
・
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
会
場
の
蓮
池
に
て
植
え
ら

れ
た
「
二
連
の
蓮
」
の
花
の

よ
う
に
盛
大
に
花
開
く
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
！

　
中
国
遼
寧
省
大
連
市
で
、

今
年
で

回
目
と
な
っ
た
恒

例
の「
大
連
ア
カ
シ
ア
祭
り
」

が
５
月

日
～
６
月
２
日
開

か
れ
た
。今
年
は「
第
３
回
中

日
観
光
大
連
ハ
イ
レ
ベ
ル
フ

ォ
ー
ラ
ム
」「
第

回
北
前
船

寄
港
地
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
大

連
」を
併
催
。中
国
側
か
ら
中

国
文
化
・
観
光
部
副
部
長
の

李
金
早
氏
ら
約
３
０
０
人
、

日
本
側
か
ら
衆
議
院
議
員
で

全
国
旅
行
業
協
会
（
Ａ
Ｎ
Ｔ

Ａ
）
会
長
の
二
階
俊
博
氏
ら

約
７
５
０
人
の
合
計
千
人
余

り
が
参
加
。
両
国
の
観
光
交

流
拡
大
に
向
け
て
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
の
会
談
が
行
わ
れ
た
。

　
祭
り
は
毎
年
５
月
末
、
ア

カ
シ
ア
の
花
が
咲
き
誇
る
季

節
に
合
わ
せ
て
開
催
。
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
、
踊
り
、
書
道
な

ど
、
市
民
レ
ベ
ル
の
多
く
の

イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ

て
い
る
。

　
今
回
は
大
連
市
観
光
発
展

委
員
会
と
同
市
観
光
協
会
が

主
催
、
日
本
側
の
日
本
旅
行

業
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
）
と
Ａ

Ｎ
Ｔ
Ａ
が
協
賛
す
る
ハ
イ
レ

ベ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
併
催
。

ま
た
日
本
の
北
前
船
交
流
拡

大
機
構
が
主
催
す
る
北
前
船

寄
港
地
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、
初

め
て
海
外
へ
の
持
ち
出
し
で

開
か
れ
た
。

　
両
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
共
通
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
二
階
氏
は
「
大

連
市
の
名
誉
市
民
と
し
て
、

も
う
一
度
こ
の
美
し
い
街
に

来
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し

く
思
う
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
両

国
の
友
情
と
観
光
の
さ
ら
な

る
発
展
に
つ
な
が
る
だ
ろ

う
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
秋
田
県
知
事
の
佐
竹
敬
久

氏
は
「
（
秋
田
県
）
小
坂
町

で
も
毎
年
６
月
に
ア
カ
シ
ア

祭
り
が
開
か
れ
、
そ
の
た
め

県
と
大
連
市
が
ア
カ
シ
ア
友

好
交
流
に
関
す
る
覚
書
を
締

結
し
た
。
今
回
の
締
結
が
両

国
の
経
済
協
力
と
交
流
を
継

続
的
に
深
め
る
機
会
と
な
る

こ
と
を
願
う
」
と
述
べ
た
。

　
中
国
文
化
・
観
光
省
直
属

の
研
究
機
関
、
中
国
観
光
研

究
院
の
戴
斌
院
長
は
基
調
講

演
し
、
日
本
の
３
氏
に
宛
て

た
「
手
紙
」
を
披
露
。
両
国

の
交
流
拡
大
に
向
け
た
取
り

組
み
に
感
謝
の
意
を
述
べ
た

（
別
項
に
要
旨
）
。

　
会
場
と
な
っ
た
大
連
市
は

遼
寧
省
最
南
端
、
遼
東
半
島

の
先
端
に
位
置
す
る
人
口
お

よ
そ
６
０
０
万
人
の
大
都

市
。
日
本
な
ど
海
外
の
多
く

の
企
業
が
進
出
す
る
中
国
の

中
で
も
経
済
の
発
展
が
著
し

い
都
市
の
一
つ
だ
。

　
街
の
中
心
は
円
形
の
「
中

山
広
場
」
で
、
こ
こ
か
ら
放

射
線
状
に
主
要
道
路
が
広
が

っ
て
い
る
。
広
場
の
周
囲
に

は
古
い
西
洋
風
の
建
築
物
が

残
さ
れ
て
い
る
。

　
長
い
海
岸
線
を
持
ち
、
東

北
地
方
の
中
で
も
温
暖
な
気

候
が
特
徴
。
海
岸
に
老
虎
灘

海
洋
公
園
、
棒
棰
島
風
景
区

な
ど
の
ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー
ト
が

形
成
さ
れ
て
い
る
。


